
－16－                 ■ 投   稿 ■ 

 

天文教育 2018 年 3 月号（Vol.30 No.2） 

成蹊中学高等学校天文台の 20 年 

～学校天文台の可能性の探求～ 
宮下 敦（成蹊中学高等学校）  

 
1. はじめに 

 昭和の時代、1957 年のいわゆるスプートニ

ク・ショックを契機の 1 つとして日本でも理

科教育が重視されるようになり、学校天文台

の設置も盛んになった。この頃、協同学習や

生徒主体の理科教育について、日本独自の方

向性が摸索され、仮説実験授業・極地方式・

学習課題と到達目標を重視する授業（玉田式）

などが編み出された。今日の「学びの共同体」

や「アクティブ・ラーニング」について、日

本独自の教育研究が発展した時代であった。 

 ムーン・ウォッチ計画に参加し人工衛星の

観測を行っていた成蹊中学高等学校にも、

1962 年に理科棟（理科室専用棟）屋上に五藤

光学㈱製の 15cm 屈折望遠鏡と 5m ドームが

設置された。この後、1970 年前後に全国的に

多くの学校天文台が設置された[1]。しかし、

日本の高度成長が終わるとともに、学校天文

台の設備の更新は難しくなってきている。 

 一方で、研究用の天体望遠鏡の機材は大型

化と宇宙望遠鏡の時代となり、地上望遠鏡で

プロ用のものは、直径がメートルクラスのも

のでも中小口径と呼ばれるようになった。こ

のため直径 1m 未満の望遠鏡で新しい発見を

生む観測は難しくなりつつある。 

 しかし、未知の現象の解明に挑戦すること

は、科学する上では大きなモチベーションの

1 つである。現在、日本における理科教育は、

子どもが主体的に取り組む探究活動を重視し

ている。天体望遠鏡は理科教育における重要

なツールの 1 つであり、今後もこれを有効に

活用する方法を模索することが必要であろう。

本稿では、学校の課外活動の天体望遠鏡活用

例として、過去 20 年間にわたる小口径望遠

鏡を用いた成蹊高等学校天文気象部での試行

錯誤の様子を示し、これからの方向性を探る

ための一助としたい。 

 

2. 機材の選定 

2.1 導入のきっかけ 

 筆者が成蹊高等学校天文気象部顧問になっ

たのは、1993 年春であった。この時点で、天

文台の機材は 30 年以上経過して老朽化して

おり、赤道儀もギアのバックラッシュが大き

く恒星時追尾が十分にできない状態だった。

部活では定期テストの合間に学校で宿泊観測

会を行っていたが、当時はフィルムカメラで

あったこともあって、東京都下で望遠鏡を使

っての天体写真は、満足なものが撮れなかっ

た。普段の活動でスキルアップができないの

で、年 2 回、天の川が見える環境で行ってい

た合宿でも、望遠鏡やカメラの操作ができる

ようになったところで期間終了になってしま

うことが多かった。 

 転機は、1994 年に部員たちが山梨県甲斐大

泉の八ヶ岳南麓天文台で夏合宿をしたいと言

い出したことだった。八ヶ岳南麓天文台は、

彗星探索者の串田嘉男氏と超新星探索者の串

田麗樹氏が管理運営していた私立天文台群で、

当時は一般の学校合宿も受け入れて頂いてい

た。串田嘉男氏の彗星探索システムは、超新

星探索者としても有名な青木昌勝氏が開発し

た APECS システムがコントロールするもの

で、高い導入・追尾精度を持っていた。串田

氏は、探索をしない時間帯に、この機材を高

校生に惜しげもなく貸し出して下った。この

機材を用いると、それまではほとんど成功し

なかった長時間追尾での淡い星雲星団の写真
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が、初心者でも簡単に撮影できた。よく調整

された天体望遠鏡の威力を思い知らされた出

来事だった。 

 もう 1 つの驚きが、串田麗樹氏の超新星探

索システムだった。これは、ミード社シュミ

ットカセグレン鏡と当時普及し始めた SBIG

社の冷却 CCD カメラを、屋内観測室のパー

ソナルコンピュータからコントロールするも

ので、宿泊者の夕食の準備や片付けをしなが

ら操作し、一夜の間に多数の銀河をチェック

しておられた、この仕組みを使えば、稼動す

る時間の短い学校天文台でも効率よく望遠鏡

を動かすことができ、もしかすると東京でも

新天体の探索が可能になるのではないかとい

う期待を持った。 

 

2.2 新機材導入 

 1998 年しし座流星群は 33 年ぶりの大出現

の予報が出されており、成蹊高等学校天文気

象部部員（藤田亜紗子さん）の提案がきっか

けとなって、高校生全国同時観測会（現在の

Astro-HS の前身）が組織された。筆者は、

提案者の顧問としての責任をとって観測会事

務局運営に従事した。この観測会は成功裏に

終わり[2]、その結果の報告を高校生が日本天

文学会一般セッションで行ったことで、現在

の日本天文学会ジュニアセッションが生まれ

るなどのスピンオフの効果もあった。現在、

いろいろな学協会でジュニアセッションが行

われているが、日本天文学会は、その嚆矢と

して誇るべきと思われる。成蹊学園でも成蹊

高等学校天文気象部の活躍は話題となり、そ

れまで継続的に申請してきた天体望遠鏡の更

新予算申請が認められた。 

 当初は架台のみを交換し、鏡筒は従来のも

のを使用して、冷却 CCD カメラを導入する

予定であった。ところが、費用見積もりの際

に確認してもらうと、五藤光学㈱の 15cm 屈

折望遠鏡は鏡筒バンドの前後で分離してしま

う構造で、別の架台に載せることは不可能で

あることが分かった。このため、鏡筒も交換

することになり、冷却 CCD カメラの導入は 3

年後の 2001 年度になってしまった。 

 2001 年に、屈折望遠鏡と冷却 CCD カメラ

ST-9E で始まった観測は、20cm 反射望遠鏡

＋冷却CCDカメラST-7XEMiを同架した後、

  
                 (a)                                           (b) 
 
図 1 2018 年時点での成蹊中学高等学校天文台の機材配置 

(a) 屋外の施設配置 理科授業専用の理科棟屋上に設置されている。ドームの東側(下側)に人工衛

星観測用の架台跡が残る。 (b) ドーム内の機材配置 望遠鏡コントロール用のパーソナルコンピ

ュータは別室にあり遠隔操作ができる。 
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10 年以上変更していない。現在の成蹊天文台

の機材構成は 2 台の冷却 CCD カメラで同時

に撮影できるため、2 色同時連続測光が可能

な点が特色である（図 1 a,b）。エルデ光器

GX-1 赤道儀は、定期点検をしなくても 20 年

間大きな故障はなく、導入も同じ精度を保っ

ている。また、ST-9E もトラブルは全くなく、

この間同じ光学系で継続的に測光することが

できている。東京都武蔵野市の空では、15cm

屈折望遠鏡＋ST-9E の組み合わせで測光する

と、新月の晴天で条件がよい深夜でも限界等

級は 15 等前後になっている。これより暗い

天体は背景に埋もれ、口径を太くしても撮像

ができないため、東京都下で測光するという

前提では。望遠鏡の口径は 15cm～20cm で十

分と考えられる。 

 観測の方法は、クラブ活動のある日の夕方

で、晴れていればカメラを冷却して、暗くな

ったらすぐ撮像を開始する。連続測光をする

場合、宿泊観測会では部員の手で、そうでは

ないときは教員が帰宅するまでのタイミング

で停止する。そこで、観測時間のウインドウ

は、東京の夕方から数時間になる。アメリカ

大陸での観測ウインドウが終了後、日本のプ

ロやハイアマチュアが観測を開始するのは条

件の良い深夜が中心となるため、成蹊の観測

時間帯は両者のニッチにあたる。東京都下で

は基本的に観測条件は悪く、深夜になっても

大きくは改善しないので、学校天文台の望遠

鏡を動かしやすい時間帯で運用して、観測頻

度を上げる作戦をとった。2000 年代は、天文

気象部の合宿を県立ぐんま天文台にお願いし

ていたので、より暗い天体の本格的な観測は、

合宿時にぐんま天文台の、より高精度の機材

で試してみればよいという考えもあった。 

 このような運用で、中学生対象の観望会や

クラブ活動時の利用以外にも、測光夜になっ

た場合には、機材の状態チェックを兼ねた変

光星等を対象に年間 20 夜～30 夜の観測を実

施している。学校天文台としては、比較的よ

い稼働率といえるだろう。 

 

3. 学校天文台での観測事例 

 機材がそろうと、吉祥寺の光害のひどい空

でも、簡単に星雲星団の画像を取得すること

ができた。目標天体の位置や等級を調べてコ

ントローラに入力し、ドームを開いて望遠鏡

の蓋をあけ、パーソナルコンピュータ上のソ

フトウェアでシャッターを切れば、スマート

フォンのように「向けて押せば撮れる」とい

う状態になった。この仕組みで、しばらくは、

メシエ天体をたくさん撮像して楽しんでいた。

しかし、観測室から遠隔撮像していると、星

を見ている実感が乏しいこともあって、一通

り撮像してしまうと面白くなくなってきた。

そこで自動導入天体望遠鏡と冷却 CCD カメ

ラを使って、観測的な活動をしてみることに

した。 

 

3.1 変光星の測光観測 

 観測的な活動といっても、顧問も素人なの

で、何を観測するべきかという情報があまり

なかった。そこで、アストロアーツ社のホー

ムページ記事で日本変光星研究会が変光星観

測 の呼びか けを見たの をきっかけ に、

VSNET（Variable Star Net）と VSOLJ のメ

ーリングリストに加入させて頂いた。関連し

て、日本変光星研究会の方たちには、加入後、

測光観測のノウハウについてとても詳しく教

えて頂いた。これがなければ、その後の活動

はできなかったと思っている。 

 2001 年の冬、VSNET のアラートで、いっ

かくじゅう座 V838（V838Mon）という天体

の増光という情報があった。試みに撮像した

画像データとステライメージで測光した値を、

VSNET の主催者であった京都大学の加藤太

一助教に送ったところ、学術データとして使

えると思うので継続的に撮影してみるように
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というお勧めを頂いた。冬の日暮れが早い冬

の間は、下校時刻の前後で、ある程度の日数

をおいて撮像を行った。V838Mon は、一度、

減光した後、再増光するという複雑な光度変

化を示し、さらに恒星の周辺にライトエコー

が観測された[3]。このライトエコーは、ハッ

ブル宇宙望遠鏡によって非常に美しい画像が

撮影され、世界的に有名になった。この天体

現象は、複数の恒星の合体（Merger）である

と考えられている[4]。その後、この天体は、

15 年以上の期間にわたって同じ機材で継続

的に測光しているが、一度、減光してライト

エコーが見えなくなった後、現在も変光を続

けている（図 2）。 

 V838Mon の観測は、宇宙はいつ見ても同

じというわけではないことを教えてくれた。

そして、日々明るさか変わったり、数時間単

位で明るさが変わったりという天体の測光は

ダイナミックで、学校天文台の機材でも天文

学ができるというよい先例となった。このあ

と、しばらくは VSNET で流れるアラートで

撮れるものは撮るという状態が続いた。 

 その後も、変光星の観測は継続しており、

2009 年には学校での宿泊観測会中に、渡辺昌

仁君がデジタルカメラで撮影した画像に、増

光直後の KT Eri が写っていて、これを永井

和男氏に測光して頂いた報告が IAUC に掲載

された[5]。また、加藤まり子・慶應大教授か

ら提供された y-band フィルターを用いた新

星の測光観測も実施している[6][7]。 

 この他、機材の状態や測光精度のチェック

のため、部活動がないときに、教員が突発天

体の連続測光を行っている。得られた観測デ

ータは VSOLJ のメーリングリストに報告し、
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図 2 成蹊天文台で測定した V838Mon の 15 年間の光度変化 

急増光のあと徐々に減光し、2008 年頃から増光に転じている．近年は V バンドでも撮像できるよ

うになった。V838Mon は非常に赤い天体なので、比較星の選定が難しく、他の比較星を使った測

光結果とは直接比較できない。 
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SU-UMa型の激変星の観測データや 404 Cyg

などのブラックホール連星系の観測データは、

京都大学チームの手によってレポートして頂

いている[8]。 

 

3.2 超新星の測光観測 

 2002 年 1 月 29 日に、広瀬洋治氏によって

M74 に明るい超新星 SN2002ap が発見され

た。元々、串田氏のシステムを見てデジタル

化を考えたので、東京都下で超新星探索をす

る、ということも目標の一つであっため、

SN2002ap の発見後の増光ステージから光度

変化を追うことにした。ぐんま天文台で分光

がなされると、この超新星は Hyper Nova で

あることが分かって話題になった[9]。増光か

ら 15 等近くまで測光を続け、その結果は天

文学会ジュニアセッションで発表することが

できた[3] 。 

 このように突発天体の測光観測が軌道にの

ってきたのだが、2003 年頃になると、All Sky 

Automated Survey（ASAS）をはじめとして、

全天の変光星を自動的に測光して増光天体を

検出するロボット望遠鏡システムが稼動を開

始した。そこで、これまでやっている一日一

回程度の観測頻度での測光は、ロボット望遠

鏡に代替されてしまうのではないかと危惧し

た。後に、これは杞憂だったことが分かるの

だが、せっかく導入した天体望遠鏡システム

を活かしてできる活動を模索し始めた。 

 

3.3 月面分光地質学 

 ある日、天文学とは全く違う目的で、イン

ターネットで画像処理ソフトについて検索し

ていたとき、秋田大学の佐伯和人・准教授

（現・大阪大学教授）のホームページにたど

りついた。佐伯氏は、小口径地上望遠鏡で複

数のバンドパスフィルターを組み合わせ、月

面の物質の化学組成をマッピングする方法を

提案し[10]、併せて、測定の際に必用なフラ

ットフィールド撮影用積分球の製作法の情報

まで公開されていた。早速、連絡をとってみ

ると、撮像するならレクチャーをしてくださ

るという。部員たちも挑戦してみようという

ことになり、まず、発泡スチロール球と塗料

を購入してホームページを見ながら積分球を

自作した。それまでは、フラットフィールド

は明け方や夕方の薄明時のスカイフラットを

撮影していたが、この積分球の導入により、

常時、良好なフラットフィールド補正用画像

が撮像できるようになった。この機材は、後

に系外惑星のトランジット法観測の際に大活

躍することになる。 

 月面分光画像解析は、ハワイ大の Lucey 教

授がクレメンタイン衛星画像の解析中に発見

した方法で、複数のバンドパスフィルターで

撮影した画像のピクセル強度比がアポロ計画

で回収された月面試料の Fe，Ti の含有量と

相関を示すことを利用して、月面全面の元素

マッピングを行うものである[11]。佐伯氏の

提唱している方法は、当時打ち上げが予定さ

れていた日本の かぐや月探査衛星の画像処

理のためのトレーニングを行う実習としての

意味もあった。使用するフィルターは量販品

を使うことができ、冷却 CCD カメラに取り

つける 52mm 径フィルターフォルダーは光

映社が製作販売していたので、これを購入し

て、すぐに撮像テストができた。ここでも赤

道儀の高い追尾精度が、画像の重ね合わせを

正確に行うことに役立った。ただ、実際に撮

像して画像処理をしてみると、クレメンタイ

ン衛星の解析結果と一致する画像がなかなか

得られず、作業は難航した。原因がフラット

フィールドの撮像条件の影響であることをつ

きとめるまでに半年ほどかかった。この間、

月画像を繰り返し撮影し、合成する条件を粘

り強く探ったのは、渡邊真澄さんや柿田彩乃

さんの代の部員たちだった。画像合成がうま

くいかないので顧問があきらめかけても、も
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う一回試してみましょう、といってくれた高

校生たちの努力で成功への道が開けた。試行

錯誤の結果、完成した画像は、当時の地上望

遠鏡で撮影されたものしては最高精度のもの

[12]で、地質学雑誌口絵を飾った[13]。 

 月面の元素マッピングに成功後、惑星科学

にも天文台の活動範囲が広がり、かぐや衛星

の画像を用いたクレーター年代学[14]や、小

惑星イトカワの地形再現実験[15]などにも取

り組んだ。クレーター年代学は、当時、中学

校 1 年生だった新井修平君が興味を持ち、ま

ず佐伯氏から提供されたアポロ画像を使って

クレーターカウントの練習から始めた。その

結果は日本天文学会ジュニアセッションで発

表し、中学校 1 年生として立派なプレゼンテ

ーションだった[16]。ただ、実際にカウント

してみると、どうしても先行研究よりも数が

多くなってしまう。これを、JAXA の諸田智

克氏（現・名古屋大学助教）に相談すると、

二次クレーターをカウントしているのが原因

でしょう、とのことだった。当時は二次クレ

ーターの判別はコンピュータで自動的に行う

ことができず、職人技が必要とされていた。

JAXA に伺って諸田氏に手ほどきをして頂く

と、新井君は二次クレーターの判別ができる

ようになり、プロがカウントした値に近いデ

ータがとれるようになった。かぐや衛星画像

が公開されると、使いにくいインターフェイ

スを克服して画像を入手し、成因が分かって

いないライナーγのクレーターカウントをし

てみた。この結果は、日本地球惑星科学会ジ

ュニアセッションで公表し、奨励賞を頂いた

[14]。かぐや衛星の画像を用いて高校生がク

レーターカウントを行ったのも、世界的に見

ても例は少ないと考えられ、かつ、当時ライ

ナーγ周辺の詳細なクレーター年代学は公表

されていない新しいデータだったにもかかわ

らず、その評価が低かったのは残念だった。

中学生や高校生がトレーニングをすれば、あ

る程度の精度でクレーターカウントができる

ことが実証できたので、SETI のようにチュ

ートリアルと組み合わせて、全ての かぐや衛

星画像をクレーターカウントしてしまうとい

う案もあった。成蹊の取り組みは、そのパイ

ロット・プロジェクトの意味があったのだが、

実現に至らなかった。 

 

3.4 系外惑星のトランジット法観測 

 系外惑星は、1995 年にドップラーシフトを

用いた方法で検出された後 、1999 年にトラ

ンジット法による HD295438b の検出に成功

した[17]。これらの観測は直径がメートルク

ラスの口径のものであったが、2003 年に

Trans-Atlantic Exoplanet Survey（TrES）

プロジェクトによる TrES-1 の発見が速報さ

れた[18] 。使用された望遠鏡を見ると、十数

cm 径の小型望遠鏡であった。2003 年の冬合

宿で天文雑誌の記事を見ながら、こんな小さ

な望遠鏡でできるのなら、もしかしたら学校

の望遠鏡でもできるかも知れないという話に

なった。試しにやってみようと HD68988 の

撮像をしたのが 2004 年 2 月だった[19]。こ

の天体は、冬合宿終了後の 2004 年 1 月～2

月にトランジットの可能性が予報されていた

数少ない天体の 1 つだったが、残念ながら後

にトランジットは起こらないことが分かった。

現在のように連続測光した大量の画像を処理

できるソフトウェアは普及していなかったの

で、部員たちは高校生に著作権フリーで提供

されていた測光ソフト JIP を用いて、数台の

パーソナルコンピュータごとに数十枚の画像

を測定するという人海戦術で数百枚の画像の

測光を行った。そうして得た測光値は、S/N

比を上げるために複数の測光値を平均して測

光精度を上げる工夫を考えた。また、前述の

ASAS は故意にデフォーカスして撮像をして

おり、これは CCD の素子のアンダーサンプ

リングを防ぐためということだったので、学
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校の望遠鏡で変光星の測光する際には、元々

フォーカスを甘くしていた。これらのことは、

国内で先行的に系外惑星のトランジット法に

よる観測について情報発信していた大島 修

氏のまとめ[20]にも入っていて、その情報で

自分たちの方法が間違っていないかという確

認は行っていたが、プライオリティを軽視し

ていたわけではない。日本天文学会ジュニア

セッションで発表した際に、この件に関して

悪意のあるコメントをつけた人がいるので、

本稿で誤解であることを明記しておきたい。 

 HD68988 の観測でノウハウが蓄積できた

ので、同じ方法で 2004 年秋に、初めてトラ

ンジットが確認された HD295438b の撮像を

行ったところ、あっけなくトランジットが捕

らえられてしまった[21]。当時、日本の国内

で高校生が系外惑星のトランジットを捕らえ

た報告は他になく、おそらく世界的に見ても

珍しかったはずである。その後、いくつかの

系外惑星のトランジット観測に成功して、観

測方法が確立したため、すばる望遠鏡で発見

されたドップラー法で発見された系外惑星の

トランジット観測に挑戦することになった。

井田 茂・東京工業大教授から、ドップラー

法で発見された系外惑星についてトランジッ

トの可能性がある時間帯を教えて頂き、可能

な限り連続測光観測を行ったが、気象条件の

よいアメリカ西海岸のチームが先にトランジ

ットの検出に成功し、日本チームは分が悪か

った。 

 しかし、すばる望遠鏡の観測データに触れ

たことがきっかけで、部員たちの中で、すば

る望遠鏡へのあこがれが大きくなっていた。

その頃、国立天文台と小柴科学教育財団が主

催する「すばるマカリィスクール」が、高校

生にすばる望遠鏡での観測計画を募集してい

た。顧問に話すと無理と言われるかもしれな

い、と思ったのか、部員の小山裕依子さんた

ちは内緒で計画を進め、出来上がった応募書

類を持って締め切り直前に相談にきた。参加

チーム選抜のためのプレゼンテーションも、

既に自分たちで作り上げてあって、これで本

番に臨んだ。その結果、銀河の観測提案を行

った長野工業高等専門学校天文部と一緒に、

すばる望遠鏡での系外惑星 TrES-1 の精密測

光観測を体験させて頂くことができ、顧問も

引率という名目でハワイに連れて行ってもら

えることになった[22]。実際に現地につくま

では顧問もその重大さに気づいていなかった

が、ハレポハクの施設に到着すると、高校生

が宿泊するのは初めてとのことだった。高山

病の危険がある中で、ハワイ観測所として最

大限の危険対策を考えて迎えて下さったこと

も、この時に分かった。実際の観測は、プロ

の天文学者と同じプロセスで行われ、観測前

の望遠鏡の条件設定などもオペレーターの方

たちと相談しながら進められた。望遠鏡の大

小はあるが、観測天体の位置やカメラの露出

条件などの設定手順は、学校で普段行ってい

るものとほぼ同じで、全く違和感がなかった。

地上望遠鏡としては世界最高の分解能を持つ

すばる望遠鏡をデフォーカスして撮像すると

いうと、天文台の皆さんに目を丸くされると

いうエピソードもあったが、V 等級が 11.79

等の TrES-1 は、すばる望遠鏡には明るすぎ

るので、その点でもデフォーカスして時間分

解能を上げる必要があったのだった。 

 また、このイベントでは、当時は珍しかっ

たインターネットの高速回線を用いて、東京

の会場と結んだテレビ会議により、その体験

を直接伝えるというイベントも行われて、成

功裏に終わった。 

 このことは、学校天文台の小口径望遠鏡で

トレーニングすれば、高校生がメートルクラ

スの望遠鏡での観測を行うことができ、その

体験をリアルタイムで世界の同世代の仲間に

伝えることができることを示している。残念

ながら、すばる・マカリィスクールの実施は
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この 1 回だけであり、その後、高校生がすば

る望遠鏡で夜間観測することはかなえられて

いない。長野工業高等専門学校と成蹊高等学

校の体験を踏まえて、是非、高校生に機会を

与えて欲しい[1]。 

 その後、系外惑星のトランジット法観測は、

同じ天体を複数回観測する Transit Time 

Variation（TTV）の検出などにも挑戦した

[23]が、小口径望遠鏡で可能な候補の恒星は

ほぼ全天で観測されつくされ、ケプラー宇宙

望遠鏡による大量の観測データが出されるよ

うになったため、学校天文台で系外惑星に関

する新しいデータを出せる時代は過ぎてしま

ったと考えられる。しかし、精密な連続測光

技術のトレーニングにはよい観測対象であり、

現在は、この方法を活用して、ケプラー衛星

で 発 見 さ れ た 異 常 な 変 光 を 示 す 天 体

KIC8462852 を継続的に観測している[24]。 

 

3.6 天体現象のライブ中継 

 天文台施設更新時は、インターネットが普

及し始めた時期であったため、学内 LAN を

敷設する際に、天文台にも LAN を引いても

らった。LAN を引いた当初は、動画を中継す

るのには高い技術を要したが、2010 年代にな

ると、誰でも簡単にインターネット中継がで

きるツールやサイトができて、天文台から簡

単に動画を配信できる環境が整った。2014

年の皆既月食中継や 2015 年の はやぶさ 2 ス

イングバイ中継などに挑戦した。大きな天体

現象の際は、東京都下で来校しやすいという

こともあって、可能であれば報道機関にも取

材して頂いた。学校天文台は教育を目的とし

た施設ではあるが、教育資産を活かして、一

般の天文ファンにも容易に提供できるように

なった。 

 

4. 考察 

 学校天文台は、学校現場において宇宙を身

近なものにするツールであると考える。都市

部で光害がひどく、肉眼では惑星や明るい恒

星しか見えない地域であっても、自動導入赤

道儀と冷却 CCD カメラを用いることで、簡

単に星雲や星団をとらえることができる。学

校に天文台があることによって、子どもたち

の生活の場の一部である学校で、いつでも天

体観測ができる環境を作ることができる。 

 また、学校天文台を使った天文部員が、「目

では何もないようにみえるところから、自分

たちの手でカメラを操作することで、天体の

画像が現れるのが面白い」という感想を話し

てくれたのが印象的である。冷却 CCD カメ

ラは、肉眼ではよく見えない天体を可視化し

てくれる道具でもある。チャンスを活かせば、

学校天文台で雑誌 Nature に掲載されるよう

な最先端の真正な科学データを得ることが可

能である。そして、惑星や星座の動きは時計

のように規則的であっても、宇宙は常に変化

していて、いつも同じ姿ではないことを、教

員も含めて実感することができる。 

 クラブ活動の顧問として、どんなテーマで

活動するかを考えるとき、常に頭にあったの

は、高校生の観測であっても、新しい発見や

新しいデータを示すものを模索しようという

点だった。自然科学の研究で、一番の感動す

るのは、未知の現象を捉えたときや、誰もで

きなかった新しい方法で自然現象を説明でき

たときであろう。科学史上の重要な発見を、

高校生が自分の手で追体験することの意義を

否定するわけではないが、結果が分かってい

るものは、学校の授業で行う教科書に載って

いる観察実験と同じと感じる。新天体や突発

天体の観測は、それだけで未知への挑戦とい

う意味を持っているので、他の自然科学の分

野と比べて、天文学は優れた素材を提供でき

る分野といえるだろう。 

 また、学会は新しいデータ・手法を発表す

るところである。成蹊高等学校天文気象部で
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は、プロ・セッションに出る場合でも、ジュ

ニアセッションに出る場合でも、基本は何か

新しい発見・データ・提案を含むことを基本

条件としてきた。また、高校生なりの稚拙な

方法であっても、自分たちの天文台を使って、

自分たちの手でデータを出してきた。また、

高校生たちが発表をすると、その場で研究者

同士の議論が始まって、プロの科学者たちの

真剣さを垣間見せてもらう機会もあった。こ

うした機会は、教育学的には「正統的周辺参

加」[25]に当てはまり、高い教育効果が期待

できる。 

 公開天文台などを利用して、プロの使う高

度な機材を使って天体観測を体験することと

平行して、学校天文台を再生して日常的な場

に本物の科学に触れる場を作ることも重要で

あろうと考える。 

 

5. おわりに 

 成蹊高等学校天文台の活動は、本稿にお名

前を挙げた方以外にも、多くの研究者や教育

関係者の方たちにご援助頂いた。継続的に活

動成果が出せたのは、これらの方々のお蔭で

ある。 

 本稿で示した成蹊中学高等学校天文台にお

ける実践は、小さな望遠鏡でも、工夫すれば

新しい発見を含む継続的な探求活動ができる

ことを、ささやかな例として示せたのではな

いかと考えている。筆者は課外活動の顧問と

して観測に携わったが、高校生たちの積極的

な活動のおかげで、大きな苦労をすることな

く楽しく 20 年間を過ごすことができたこと

を記しておきたい。 
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